
 

 

 

  

  

 

 

外部専門員としてお越しいただいている 神奈川県立保健福祉大学教授の笹田哲先生が「朝日小学

生新聞」にて、指先の練習を生活に取り入れるための、取り組みやすい活動を紹介されました。 

9月 7日に御来校いただいた際に、その内容に関して改めてお聞きしましたので、御紹介します。

いつから始めてもよい活動なので、小学部のみなさんだけでなく、中学部や高等部の生徒の皆さんも

ぜひ取り組んでみてください、とおっしゃっていました。 

 

～家庭でできる 簡単な 手や指先の練習法～ 

 

文字を書いたり、スプーンや箸を持ったり、ボタンを留めたりなど、生活の中で指先を使う機会は

多いです。うまくできない場合、手のひら全体を使う「にぎり」と指の腹で操作する「つまみ」に注

目して、どちらが苦手か見極めることが大切です。例えば傘をさすときにグラグラしてしまう場合は

「にぎり」が苦手、本のページをうまくめくることができない場合は「つまみ」が苦手などと判断す

ることができます。 

発達の順番として、「にぎり」の機能が備わってから「つまみ」の機能がより発揮されるということ

を抑えておくことも大事です。 

 下のイラストを参考に、練習の時間を設けるのではなく、生活の中に取り入れて、1カ月ほど続け

てみてください。させようとするのではなく、新聞を捨てるとき、ペットボトルの中をゆすぐときな

どに「ちょっとやってくれると助かるな」などと声を掛けてみてください。1日に3分で十分です。

毎日でなくても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イラスト・教諭 山田あかね 

外部専門家連携だより 
東京都立八王子西特別支援学校長 

          井上 美保 

       令和２年９月１７日 発行 

      外部専門家連携担当：上田  
№２  

つまみ 

にぎり 

ダメな例
れい

 


